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演題名 パソコンを利用する職員における印刷ミスの削減

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

ペーパーレスが進む中で、それでも減らない印刷ミスの再利用メモに着目。そして、看護課に介護課、栄養課
や営繕にはパソコンの扱いに不安がある職員が多いことから、『印刷ミスの削減』をテーマとし、経費削減に取
り組む。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 11

リーダー名
（職種）

回

活動期間

大川　雄一（営繕）

営繕大川　雄一
2024年2月～6月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

【歯止め】毎月コストシールの見直し
【標準化】コピー用紙の発注数が下がっていくか確認
【教育】スモールパソコン研修の定期的な開催

②支援部門

③管理部門

介護福祉士

中山　千佐都

佐藤　基樹

営繕

看護師片上　和子

杉原　瑠衣

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）　本館看護・本館介護・栄養・営繕の印刷用紙発注枚数

（目標値）　合計2,000枚削減する（2月～5月）

①プリンターに印刷コストを明示。
②プリンターの印刷面のテプラを貼ることで「試し刷り」の削減。
③スモールパソコン研修にて、印刷プレビューの見方、設定の変え方を周知する。
④スモールパソコン研修にて、エクセル、ワード、ウェブサイトの印刷時の問題を解決。

（実施前）理解していない状態で印刷している職員は43％。パソコンが使えない職員は36％で、79％の人はパ
ソコンになじみがない。印刷できると申告した21％の職員のうち、89％は無駄なページまで印刷。

（実施後）パソコンを使う職員はコスト削減の意識が100％になる。印刷物は23年と24年の同月で比較し、23年
の印刷ミス2,000枚を超える3,500枚の削減に成功。インク代含め約10万円削減の見込。

介護付有料老人ホーム
ライフケアガーデン熱川

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

取り組種別 問題解決型

（いしい　たかゆき）

石居　孝幸　(営繕)

（ぺーぱーけいぶ）

ペーパー警部

施設名

事務

岡本　幸雄 調理師

有賀　広美 調理員

稲葉　都子 介護福祉士

管理栄養士

③テーマに合わせて形成したチーム活動

石居　孝幸



【現状把握】

介
護

【目標設定】

【要因解析】



【対策の立案と実施】

介
護

【効果の確認】



【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】


